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実施にあたって 

 

一般社団法人日本産業技術教育学会 会長 村松 浩幸 

 

 私どもの学会は技術，テクノロジーの教育の振興を目的に 60 年の歴史がある学会であり，様々な

取り組みをしております。本コンテストはその一環です。本年度は，2021 年（令和 3 年）2 月 20 日

に，“技術教育創造の世界 第 23 回「エネルギー利用」技術作品コンテスト”の表彰式をオンライン

にて開催しました。例年は，全日本中学校技術家庭科研究会様主催の全国中学生創造ものづくりフ

ェアの会場にて，作品展および表彰式を開催しておりますが，新型コロナウィルス感染症の対応と

してこのような形を取らせていただきました。オンラインではありますが，表彰式には，全国各地

より多数の受賞者，先生方，保護者の皆様にご参加いただき，誠にありがとうございました。また，

オンデマンドの表彰式配信でも 100 名を超える全国各地からの視聴をいただくことができました。

従来とは異なる形ではありましたが，今年度のコンテストならびに表彰式が開催できたこと嬉しく

思うとともに，文部科学省様はじめご後援いただいております，各省庁様，団体様，学会様，皆様の

ご支援，ご協力に改めましてこの場を借りて御礼申し上げます。 

 一般社団法人日本産業技術教育学会は，主催者として，“技術教育創造の世界”をこれまで 22 年

間継続してきました。初回は愛知県でプログラム作品コンテスト，第 2 回目は島根県で木工スキル

コンテストを実施しました。今回のようなエネルギーに関わる作品のコンテストは第 3 回目からで，

徳島県，岐阜県，岩手県，京都府，広島県，東京都，埼玉県，茨城県，大阪府，福岡県，宮城県，北

海道，長野県，静岡県，徳島県，長崎県，新潟県，静岡県，東京都の順に開催されてきました。さら

に二次審査を動画で行う形にし，2018 年からは，全日中創造ものづくり教育フェアとの同時開催で

作品展，表彰式を実施させていただいておりました。 

 新型コロナウィルス感染症が社会全体に大きな影響を与え続けている中，本年度のコンテストの

開催そのものについて，本学会でも様々議論をしました。夏前においては，スポーツ系の大会と共

に，技術系のコンテスト等も多くが中止されました。しかし，限られた制約条件の中で問題を解決

していく技術を扱う本コンテストこそ，制約の中でできる限りのことをしようと，オンラインでの

開催を決定しました。また各学校の休校等の状況を踏まえ，規模を縮小する形で行ったため，例年，

文部科学大臣賞をはじめ各省庁様，学会，関係団体様の各賞を授与させていただくのですが，今回

は本学会の表彰のみとさせていただきました。ご理解をいただければ幸いです。 

 「エネルギー利用」技術作品コンテストは，技術の活用に重要な働きをしているエネルギーを主

テーマとして，太陽光，化石燃料，電力などのエネルギー源を用いた作品を対象としています。最近

では，小学校のプログラミング教育の必修化や関連教材の進化に伴い，小学生の作品でもマイコン

制御や IoT 技術を用いた作品もかなり増加してきております。また，本作品集の各受賞作品の応募

用紙をご覧いただくとわかるように，作品製作に取り組んだ児童・生徒の皆さんは，解決したい問

題や課題を持ち，いろいろな工夫をし，試行錯誤しながら，その解決に取り組んでいます。特に本年

度はコロナ禍に対応した作品が多数応募されました。このように生活や社会から問題を見出し，解

決していく取り組み子の，ものづくり・技術教育にとって大変重要な学びであると考えています。

こうした作品製作に取り組み，技術的な問題解決力を持った児童・生徒の皆さんが 20 年後，30 年
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後，社会の中心となった時に，様々生じているであろう多くの困難な問題や課題に立ち向かい，そ

れを解決する方法を見いだし，より良い社会を創り上げてくれることを強く願っています。 

諸外国に比べて日本の学校教育における技術教育の時間数が少ないことは，日本の今後の発展に

とっても，子どもたちの成長にとっても大きな課題であり，時代の変化に対応しながら工夫し創造

する能力を育成すべき技術教育のあり方も問われております。一般の方々からも技術教育の充実へ

のご支援を引き続き賜りたいとも願っております。 

最後になりましたが，今回の「エネルギー利用」技術作品コンテストでは，コロナ禍で大変状況に

ありながら多くの作品を応募して戴き，大変感謝しております。今後の技術作品コンテストにも数

多くの応募を戴けますよう，引き続きご協力よろしくお願いいたします。 
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ものづくり日本！第 23回技術教育創造の世界 

「エネルギー利用」技術作品コンテスト実施要領 

1. コンテストの目的 

⼀般社団法⼈⽇本産業技術教育学会は，ものづくりや情報を含む技術教育に関わる⼩・中・⾼等学校・
⾼専・⼤学等の教員や企業等の関係者から構成され，毎年「エネルギー利⽤」技術作品コンテストを主催
しております。このコンテストは，児童・⽣徒のみなさんが技術的な視点を持って⾃発的に「ものづくり」 
に取り組める環境 (機会)を提供すること，ならびに技術(ものづくり)教育に関する国⺠的理解の浸透を
図ることを⽬的としております。具体的には，技術の活⽤に重要であるエネルギーの利⽤を主テーマと
して，各種エネルギー源を利⽤した作品（プログラムによる計測や制御の利⽤も含む）について，製作⽬
的や機能，製作時に⽤いた材料や加⼯法 (精度)，機構や⼒学などの知識，創意・⼯夫といった観点から
総合的に評価します。 

なお，本年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤を防⽌するための措置で，学校教育や社会教育
活動が制限されていることから，本コンテストも規模を縮⼩し実施することと致しました。 

2. 募集の対象 

 ⼩学校，中学校，⾼等学校，⾼等専⾨学校（3 年⽣以下）の在学中に，個⼈で製作し，学校（教師）の
確認と推薦を受けた作品を対象とします（団体の部は実施致しません）。⼩学校，中学校，⾼等学校の卒
業⽣（卒業後 1 年以内）または⾼等専⾨学校の 4 年⽣であっても，令和２年 3 ⽉までに製作した作品で
あれば，その後の変更や改良が加えられていないことを学校（教師）が保証したものに限り応募可能で
す。今年度の募集期間は下記のとおりです。 

3. 募集期間  

 令和２年１１⽉２⽇(⽉) ~ １１⽉３０⽇(⽉) 

4. 提出物 

4.1 ⼀次審査の提出物 

 ① 応募⽤紙：指導された(確認した)先⽣の証明が必要です。 
 ② 説明その 1：書式(A4 ⽤紙 1 枚)に従って作成して下さい。作品に利⽤したエネルギー，製作の動機

や使⽤⽬的，作品を製作する上で参考にしたもの，創意・⼯夫したところなどを図やイラストを上⼿
く使って，論理的に分かりやすく説明して下さい。  

 ③ 説明その 2：書式(A4 ⽤紙 1 枚)に従って作成して下さい。作品を動かすための操作の⼿順や効果
を図やイラストを上⼿く使って，論理的に分かりやすく記述し，製作した作品の写真を必ず貼り付け
て下さい。なお，⼆次審査では，この書類に従って制作された作品の動画を審査します。書類提出後
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の追加の説明等には応じかねます。 

4.2 ⼆次審査の提出物 

⼀次審査の通過者は，作品を動かすための操作の⼿順や効果を説明した 2 分以内の映像を制作し，動
画ファイルを収録した USB メモリを送付いただきます。詳細は事務局より連絡があります。⼆次審査通
過者は，各賞の授賞対象者となります。１２⽉初旬に⼆次審査通過者に連絡を致します。映像作品の提出
は，１⽉中旬を予定しております。 

4.3 作品の製作証明の提出 

授賞対象者は，動画の説明と実際の作品に相違がないことの学校⻑による証明を送付いただきます。
その証明の受理を持って授賞を確定いたします。 

4.4 作品の提出 

本年度は，作品の展⽰会を⾏いませんので作品の提出は不要です。 

5. 審査要領 

⼀般社団法⼈⽇本産業技術教育学会に設置された審査委員会が「審査の基準」に従って審査します。審
査は，⼀次審査及び⼆次審査からなります。⼀次審査においては，提出して頂いた書類を下記の審査基準
に基づいて審査します。⼆次審査では，提出書類及び⼀次審査の結果に応じて応募者から提出された動
画を，下記 5.1 の審査基準ならびに 5.2 に⽰す観点に基づいて総合的に審査します。 

5.1 審査基準 

審査基準(1)：製作の動機や使⽤⽬的が明確である。   
審査基準(2)：⾝の回りのエネルギーを利⽤する作品（プログラムによる計測や制御の利⽤も含む）に 

なっている。   
審査基準(3)：作品⾃体の独創性やその製作過程で⼯夫し，創造した様⼦が分かる。   
審査基準(4)：作品の仕上がりが丁寧であり，展⽰するときや作品を操作するときに安全である。 
審査基準(5)：作品のアイディアや構造，含まれている技術的な観点が，図や写真などを活⽤して論理 

的に分かりやすく説明されている。  

5.2 各賞の選考の観点 

⼀般社団法⼈⽇本産業技術教育学会会⻑賞                                   ⼩・中・⾼ 各 1 点 
技術教育研究への寄与が特に顕著である作品 
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⼀般社団法⼈⽇本産業技術教育学会優秀賞                                   ⼩・中・⾼ 各２点程度 
技術教育研究への寄与が顕著である作品 

⼀般社団法⼈⽇本産業技術教育学会優良賞                                   ⼩・中・⾼ 各２点程度 
技術教育研究への寄与がある作品 

⼀般社団法⼈⽇本産業技術教育学会奨励賞                                   ⼩・中・⾼ 各若⼲数   
アイディアが豊かで⼯夫されている作品  

5.4 審査⽇  

⼀次審査 令和２年 12 ⽉初旬  オンラインによる書類審査  
⼆次審査 令和３年 1 ⽉下旬  オンラインによる作品映像審査 
 

6. 受賞作品の表彰式 

⽇時: 令和３年 2 ⽉中旬（オンラインでの表彰式を予定） 
 

7. 受賞作品の展示会 

⽇時: 令和３年 2 ⽉中旬（オンラインでの表彰式で公開を予定） 

 



2020 年度「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

ものづくり日本！ 第 23 回 技術教育創造の世界「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

応 募 用 紙 

 日本産業技術教育学会が主催する「エネルギー利用」技術作品コンテストに下記の作品を応募します。

なお，提出書類は日本産業技術教育学会等が行う今後の技術教育の普及活動に利用して差し支えありません。

作品名：  

製作時の学校名
（ ふ り が な ）

： 

学校種別（○で囲む）： 小学校 中学校 高校 高専 学 年：    年（前年度3年は前3と記入） 

（ふりがな） 

応募者名：お名前 

※本年度は、コンテストの規模を縮小するとともに、団体部門は募集せず、個人による応募のみとなります。

本作品の他のコンテストの受賞歴：   

※指導された先生やクラス担任などの先生は，児童・生徒が在学中に製作した作品であることをご確認いただき，記入・

捺印をして下さい。

指導された（確認した）教師：氏名
印
  学校名 

都道

学校所在地：〒  府県

学校連絡先：Tel Fax

教師連絡先：Tel Fax

Ｅメール  ：     ＠   

※審査等のやり取りは全てEメールで行いますので，必ず責任を持って対応可能な教師もしくは保護者のEメール

アドレスをご記入下さい。
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2020 年度「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

【説明
せつめい

その１】 以下
い か

の項目
こうもく

にしたがって，作品
さくひん

を説明
せつめい

して下
くだ

さい。

説明
せつめい

には写真
しゃしん

や図
ず

やイラスト等
など

をうまく使
つか

って，わかりやすく記述
きじゅつ

して下
くだ

さい。

作
さ く

品
ひ ん

名
め い

：    都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

  市
し

町
ちょう

村
そん

学
がっ

校名
こうめい

：  学年
がくねん

：   年 個
こ

人名
じんめい

１．作品
さくひん

に利
り

用
よう

したエネルギー（最
もっと

も当
あ

てはまる内容
ないよう

を○で囲
かこ

む）

 風
ふう

力
りょく

・太陽光
たいようこう

・電
でん

力
りょく

・バイオ・その他
た

のエネルギー（ ）

２．製作
せいさく

の動機
ど う き

や使
し

用
よう

目的
もくてき

（アイデアを思
おも

いついたきっかけや理
り

由
ゆう

など：いつ，どこで，どのように，など）

３． 作品
さくひん

を製作
せいさく

する上
うえ

で参考
さんこう

になったもの（本
ほん

やインターネットの情報
じょうほう

など）

４．作品
さくひん

を作
つく

る動機
ど う き

（きっかけ）や目的
もくてき

を解
かい

決
けつ

するために工
く

夫
ふう

や創造
そうぞう

したところ（アイデアのくわしい説明
せつめい

）
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2020 年度「エネルギー利用」技術作品コンテスト 

【説明
せつめい

その２】 以下
い か

の項目
こうもく

にしたがって作品
さくひん

を説明
せつめい

して下
くだ

さい。説明
せつめい

には写真
しゃしん

や図
ず

やイラスト等
など

をうまく使
つか

って，

  わかりやすく記述
きじゅつ

して下
くだ

さい。指定
し て い

された位置
い ち

に作品
さくひん

の写真
しゃしん

（複数
ふくすう

可
か

）を必
かなら

ず貼
は

り付
つ

けて下
くだ

さい。

作品
さくひん

の大
おお

きさと重 量
じゅうりょう

：縦
たて

m  横
よこ

m  高
たか

さ m  重
おも

さ g 

５．作品
さくひん

を動
うご

かすための操作
そ う さ

の手
て

順
じゅん

や効果
こ う か

（使
つか

い方
かた

，遊
あそ

び方
かた

，何
なに

ができるようになったか，などの説明
せつめい

）

６．作品
さくひん

の写真
しゃしん

上
うえ

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 

側面
そくめん

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 正面
しょうめん

から見
み

た写真
しゃしん

を貼
は

り付
つ

ける 
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主催 一般社団法人日本産業技術教育学会

第23回技術教育創造の世界

「エネルギー利用」技術作品コンテスト

募集期間
2020年11月2日（月）～11月30日（月）必着

優秀作品展示＆表彰式
2021年2月にオンラインで実施致します。

2019年度も多くの作品をご応募いただきました

IHアイロンシステム

自動散水機

乾電池で動くEVカー

⿊板消しロボット

主催 一般社団法人日本産業技術教育学会
共催 全日本中学校技術・家庭科研究会 他（依頼中）
後援 文部科学省 経済産業省 特許庁 中小企業庁

国立研究開発法人科学技術振興機構 他多数（依頼中）

対象
小学校，中学校，高等学校，高等専門学校（3年生以下）

http://www.jste.jp/main/
コンテストの情報提供
日本産業技術教育学会Webサイト（http://www.jste.jp/main）にて

本年度は、日本産業技術
教育学会に関連した賞を
授与致します。

ワカサギリール

2019年度
文部科学大臣賞

コロナ
対応



 

 
受賞作品等⼀覧 
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第 23 回技術教育創造の世界 
「エネルギー利用」技術作品コンテスト実施報告

第 23 回エネコン実行委員会 実行委員長 田口 浩継（熊本大学） 

1．はじめに

小学生・中学生・高校生・高専生を対象とした

「エネルギー利用」技術作品コンテスト（略称：エ

ネコン）を，技術教育の啓発普及として（一社）日

本産業技術教育学会が取り組む意義は大きいと考え

ます。2020年度は，新型コロナウイルス感染症の感

染拡大を防止するための措置で，学校教育や社会教

育活動が制限されたことから，本コンテストも規模

を縮小し実施しました。

一次・二次審査もオンラインで実施するとともに，

表彰式及び作品の紹介もオンラインで実施しました。

なお，各賞については，例年文部科学大臣賞を始め，

各学会・団体による賞を提供いただいておりました

が，今回は日本産業技術教育学会に関連する賞のみ

としました。

2017年度からエネコンの実施事務局を信州大学に

置き，インターネット等の情報通信技術の活用を徹

底して可能な限りの省力化を図っております。一次

審査は Web 上においた申請書を，二次審査は Web
上で応募者が作品の仕組みや工夫点を説明した動画

を学会理事が審査しました。これらの審査は，学会

の担当理事のみにより実施しました。さらに，2021
年 2 月 20 日にオンライによる表彰式と作品紹介を

実施しています。受賞者やその保護者，指導者を含

め全国各地から 100 名を超える参加者がありました。 

2．第 23 回エネコンの作品応募・審査の状況 

第 23 回エネコンは，新型コロナウイルス感染症

の感染拡大を防止するための措置で学校が休校とな

る期間があったため団体の部は中止し，個人の部の

みとしました。応募作品の総数は，前年度の 108 点

から若干減少し 78 点でした。昨年度の作品の内訳

は，小学校 33 点，中学校 61 点，高校 13 点，高専 
1 点に対して，本年度は，小学校 35 点，中学校 31
点，高校 12 点でした。中学校において技術・家庭

科等で取り組んでいた学校の参加が少なくなったこ

とによるものと思われます。

一次審査は，本学会普及啓発理事等の４名により

書類審査で実施しました。一次審査通過作品は，30
点（小学校 12 点，中学校 11 点，高校 7 点）でした。

数年前まではもっと多くの作品を通過させています

が，二次審査を動画審査にすることから，審査対象

作品には何らかの賞を授与することを前提に選考し

たため，作品数を絞り込んでいます。

二次審査は，５名の理事が担当し 2 分間の動画審

査により行いました。応募者からは，作品の説明や

工夫点，実際の動作等をmp4形式の動画にして事前

に送付して頂きます。動画編集技術自体は審査対象

にしていませんが，動画編集ソフトを用いて高度な

編集を施したものなどが多く見られました。どの作

品もよく編集されており，作品の良さを伝えていま

した。

一昨年度までは，最終審査を，作品展会場におい

て，審査員により実際に作品の動作を確認しながら

実施しましたが，昨年度からこれらの事項について，

所属長（学校長）からの証明書を事前に発行してい

ただいたので，最終確認の作業は不要となりました。

受賞作品の決定後，すぐにコンテストのWebサイト

に結果を公開すると共に，応募者にメールにて通知

しました。

最近の応募作品の特徴としては，プログラミング

教育への関心の高まりや安価で手軽なマイコンボー

ド普及もあり，プログラム制御を組み合わせた作品

が，特に小学生，中学生の作品に多く見られました。

センサ等との組み合わせで，従来は実現が難しかっ

た仕組みが小学生でも適切に具体化できていました。

本年度の各自のテーマにおいても，身の回りの課

題を解決するだけでなく，コロナ感染予防対策，災

害時のレスキューや防災，省エネ，高齢化社会への

対応といった社会的な課題に取り組んだ作品も複数

みられました。生活や社会の中の課題を発見してい

くことは大変重要であり，こうしたテーマの多様性
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は今後も大切にしていきたいと考えています。一昨

年度から，作品集を PDF の形で学会 Web ページに

公開しています。作品集を活用し，ものづくりに関

心を持つ方々を増やすと共に，作品集を授業等でも

参考資料に活用いただくことで，技術教育の質的向

上にも寄与できたらと願っています。 

3．表彰式・作品紹介の様子 

表彰式は，事前に受賞したことを応募者に知らせ

ておいたことから，オンライによる実施ではありま

したが，全国から 100 名以上の受賞者及びご家族，

指導された先生方にご参加いただき，盛大に開催で

きました。また，学会員にも事前に告知したことで，

大学の教員や学生，各校種の教員の参加もみられま

した。以下に，校種ごとの受賞数及び学会長賞受賞

作品を紹介します。 
○学会長賞３件 
（小学校：１件，中学校：１件，高校：１件） 

○優 秀 賞５件 
（小学校：２件，中学校：２件，高校：１件） 

○優 良 賞８件 
（小学校：３件，中学校：３件，高校：２件） 

○奨 励 賞 14 件 
（小学校：６件，中学校：５件，高校：３件） 
表彰式は，学会長挨拶，事務局からの審査概要説

明，各賞の授与と動画の紹介，受賞者のコメントで

構成されました。賞状を画面に表示し，学会長より

読み上げ，作品の動画を紹介，その後，製作者から

コメントをもいただきました。コメントでは，この

作品を作る動機や製品の機能，製作の時の苦労，製

作を終えての感想や受賞の喜びを聞くことができま

した。 
 

 

4．おわりに 

第 23 回を迎えたエネコンは，新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止に取り組みながらの製作が各

地でなされました。一次・二次審査もオンラインで

したが滞り無く実施できました。さらに，作品の展

示会，表彰式もオンラインで実施しています。作品

の送付（受け取りと戻し）作業もなくなりました。

例年，審査員の交通費，作品展示や表彰式の会場費，

スタッフ学生への謝金，事務局・スタッフの食事代

などが不要となったために，協賛金や広告料などの

徴収も必要なく実施できました。 
また，表彰式においても，オンラインであるから

こそ，遠方の方や多くのご家族の方に視聴いただく

ことができました。その様子は You Tube で同時配

信するとともに，録画した動画は後日閲覧できるよ

うにしました。 
本年度も，多く方々のご支援とご協力で，エネコン

を無事開催・運営できました。関係の皆様には，改め

て深く感謝申し上げます。今後も本コンテストにご支

援・ご協力をお願いいたします。 ⼩学校：⾃動開閉フェースシールド 

中学校：⾃動窓開閉器 

高校：有線・無線変更可能水中ドローン 

‐11‐



2020 年度 「エネルギー利用」技術作品コンテスト 表彰一覧 

応募総数：78 点 一次審査通過作品：計 30 点（小学校 12 点：中学校 11 点：高校・高専 7点）

二次審査通過作品：計 30 点（小学校 12 点：中学校 11 点：高校・高専 7 点） 

受賞作品：計 30 点（小学校 12 点：中学校 11 点：高校・高専 7 点） 

一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞 

作品名 地域 学校名 年 個人名 

自動開閉フェイスシ

ールド 

長野県 東御市立田中小学校 6 櫻井瑞希 

自動窓開閉器 広島県 広島市立幟町中学校 2 吉岡優作 

有線・無線変更可能水

中ドローン～水中を

お掃除～ 

神奈川

県 

神奈川県立磯子工業高等学

校 

2 萩原大輝 

一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞 

作品名 地域 学校名 年 個人名 

老人にやさしいお風

呂 

愛知県 刈谷市立住吉小学校 前

5 

黒野莉果子 

自分の自転車すぐに

見つかるスマートロ

ック 

長野県 信州大学教育学部附属長野

小学校 

6 坂本知優 

洗濯物速乾促進装置 神奈川

県 

桐蔭学園中等教育学校 3 比留川明聖 

自動譜めくり機 東京都 三鷹市立第三中学校 3 渡邉健斗，袰岩巽 

非円形歯車を用いた

ソレイドバルブモー

ター

東京都 国立東京工業大学附属科学

技術高等学校 

2 関駿斗 

一般社団法人日本産業技術教育学会優良賞 
作品名 地域 学校名 年 個人名 

階段そうじロボ 三重県 津市立千里ヶ丘小学校 6 白川瑛士 

勝手に計算！ブラッ

クボックス貯金箱

長野県 飯田市立上郷小学校 5 尾名髙逸純 
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薬自動排出機「オクス

リン」ver.2

長野県 長野市立古牧小学校 6 辻本匠 

紙整え機”Ça ira” 広島県 広島市立幟町中学校 3 原優介 

Let's Sorting ゴミ

箱 

長野県 信州大学教育学部附属松本

中学校 

1 広瀬怜楠 

洗濯マモル君 長野県 飯田市立飯田東中学校 1 井出隆之介 

視覚障がい者に駅の

ホームの危険域を知

らせる装置 

福岡県 福岡県立福岡工業高等学校 3 髙木萌生，森日向大，山口泰知 

縦渦を利用した円柱

翼風車型発電機 

山形県 山形県立村山産業高等学校 3 奥山聖也，片桐魁斗，佐藤凌 

一般社団法人日本産業技術教育学会奨励賞 

作品名 地域 学校名 年 個人名 

姿勢たもつ君 岩手県 奥州市立水沢南小学校 4 土谷唯翔 

省エネ扇風機 長野県 安曇野市立堀金小学校 6 小方快 

癒しの台ふくん 長野県 信州大学教育学部附属松本

小学校 

5 籠田御空 

お風呂の水が抜けた

らお知らせブザー 

長野県 南箕輪村立南箕輪小学校 5 竹松奏太 

全てのハンドスプレ

ーに対応するオート

消毒マシン 

長野県 長野市立川中島小学校 5 林康平 

鉢植え健康チェック

君！ 

長野県 塩尻市立桔梗小学校 6 溝口結都 

自動制御ロボット「幟

S2」 

広島県 広島市立幟町中学校 3 松葉佐瑞穂 

「対地震」落下防止ス

トッパー

愛知県 刈谷市立刈谷東中学校 1 櫻井大葵 

飛沫感染防止用アク

リルパネルをスピー

カに変える装置 With

2 マイク 

広島県 広島市立庚午中学校 1 

2 

井元琉智弥,宇都宮悠大，河野奏真 

一輪滅菌ロボ 広島県 広島市立日浦中学校 2 中村颯人 

宅 配 物 が届 き ま し

た！ 

長野県 軽井沢町立軽井沢中学校 3 牛谷雅 
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据え置きタイプのク

ロスフロー型風力発

電機の実用化 

兵庫県 兵庫県立洲本実業高等学校 3 堂山温基，木下湧陽，土肥知輝， 

土肥直輝，前田龍騎 

はっきりと聞き取れ

る二連同調検波ゲル

マラジオ

福岡県 福岡県立福岡工業高等学校 3 小賦英隆，江﨑天，草場剛斗 

ど ん な 仕事 も こ な

す！自動運転ローバ

ーの製作 

長野県 長野県須坂創成高等学校 3 元澤尊 
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一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞一般社団法人日本産業技術教育学会会長賞
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一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞一般社団法人日本産業技術教育学会優秀賞
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協賛・協力企業一覧

(五十音順)

株式会社トップマン 

日本製鉄株式会社 

久富電機産業株式会社 

山崎教育システム株式会社 

優良教材株式会社 
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